
円応寺の沿革

保坂勲氏研究と平山優氏(山梨県史編纂室)による検証をもとに曾て鹿島に存在した寺院、

並び現在ある寺院(円応寺)の沿革を概略図式化したものである、

なおこの結論に至るには極めて少ない参照しうる古文書ではあるが「甲斐国史」「甲斐

国社記・寺記」等、現在最も信憑性の高い史料を拠り所としている点が、以前のものと

は異なる。真言宗の本尊である不動明王(大日如来の化身)が円応寺の七面堂に祀られて

居るのは徳養寺の名残かもしれません。

日蓮宗・円応寺

開山、西暦1565年

(室町時代 永禄８年)

身延・山本坊の弟子、

一妙坊日信大徳開山

真言宗・徳養寺(院)

開山年不明

江戸開幕時(西暦1603年)

既に存在

曹洞宗・福泉寺

開山、西暦1650年

(慶安３年)然室和尚

創建

廃寺

西暦1869年、

明治3年3月、廃仏毀釈

(神仏分離令)により

廃寺

廃寺になるまで福泉寺は、

旧羽鹿島村の村持寺院として

あった。寺の建物、畑、山林

等も円応寺と同じくらい所有

していたらしい。

甲斐国誌、寺記、

旧羽鹿島村水帳等

の史資料等により

徳養寺、円応寺は

江戸開幕時既存。

甲斐国誌、寺記、

曹洞宗光岳寺過去

帳によると浄土宗

は誤りで曹洞宗が

正しい。

現在に至る

鰍沢町誌記述（修正以前の記述）

徳川時代の初期、鹿島集落には、

浄土宗の福泉寺と、それに隣接して、

永禄８年（1565年）に三清入道が

開基した真言宗の竜泉庵があった。

慶長年間に入り身延山山本坊の弟子

であった一妙坊日信大徳が教化活動

を展開し、まず福泉寺が改宗し、

竜泉庵が改宗した。日信は竜泉庵の

跡に法華の道場を建てて円応寺を

開創した。

三清入道について

戦国時代、長野県の布引城主・

望月相模守定朝の嫡男で、

会津藩主・保科正之の家臣・望月

新兵衛安勝の父。菩提寺は会津若

松市の臨済宗妙心寺派・実相寺。

三清入道は1565年には生まれて

おらず、1654年11月29日没。

戒名・性光院殿円岩融居士

衰微

延宝６年(西暦1678年)

には存在したが、享保

９年（西暦1724年)には

既に衰微し無くなって

いる


